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●アウトライン 

１．子どもたちを主のもとへ 

 ・主イエスのもとに集まってきた子どもと親たち 

 ・それを妨げた弟子たちの過ち 

 ・主イエスの憤りに見られる子どもへの姿勢 

 ・古代社会における子どもの立場の低さ 

 ・聖書は、子どもも一人の人であり、一人の礼拝者であり、神のもとに行って、祝福を頂

く権利があることを語る。 

 ・神は、子どもたちを豊かに祝福しようとご自身のもとへと招いておられる。 

２．子どもから大人が学ぶべきこと 

・天の国は大人の国と思っていた弟子たち 

・子どものような素直な信仰、神への信頼 

・それを忘れてしまう大人たち 

・主が子どもを招かれるのは、大人の信仰の回復のためでもある。 

 

●聖書箇所 

【ルカによる福音書 18章 15節、新約聖書144ページ】 

「イエスに触れていただくために、人々は乳飲み子までも連れて来た。弟子たちは、これを

見て叱った。」 

 

【マルコによる福音書 10章 14節、新約聖書81ページ】 

「しかし、イエスはこれを見て憤り、弟子たちに言われた。『子供たちをわたしのところに

来させなさい。妨げてはならない。神の国はこのような者たちのものである。』」 

 

【ルカによる福音書 18章 17節、新約聖書144ページ】 

「はっきり言っておく。子供のように神の国を受け入れる人でなければ、決してそこに入

ることはできない。」 

 


